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序

この報告書ゐは、王子成13年度及び14年度に、倉吉市内における開発事業に伴って事前に実施した試掘・

確認調査の記録です。

鳥取県の中央部に位置する倉吉市は、豊かな自然と風土の中で、背まれた数多くの文化財が今日に伝え

られており、なかでも埋蔵文化財は県内でも有数な包蔵地として周知されているところです。倉吉市教

育委員会では、こうした埋蔵文化討を守り、開発事業との共存を居るため、各関係機関との協議を重ね、

さらには地元の方々のご理解とご協力を得ながら、文化財保護行政を進めているところです。

今田実施した調査においても、遺跡の有無とその広がりや遺跡、の性格を把揺するという所期の目的を

果たし、開発機関との調整を図りながら文化財の保存を講ずることができました。発掘調査の記録をこ

こに報告し、埋蔵文化財行政の資料として、また調査研究のー資料としてこ、活用いただ、ければ幸いに存

じます。

最後に、調査にご協力いただきました市民の方々をはじめ、関係各位に対し、深く感謝の意を表する

ものであります。

平成15年 3月

倉吉市教育委員会

教育長福光純
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1 本報告書ーは、平成13年度及び14年度に倉吉市教育委員会が、国・県の布nWlを受けて笑施した分布調変の記録である。

分布調査は、 トレンチによって遺跡の有無・範IHI.性格を調査したものである。

2 調査体制は次のような組織・編成である。

調査主体 ktJ~rflr教育委長会

事務局合宮市教育委員会文化課

八EBi手太m;(教管長 14主fo3 Jlまで) 偏光純-(教管長 14
'
ド6)]から)

};tLII 敏(敦子f次長) 反政1 I従来(文化談課長)

藤井 鬼(文化談課長者fii左兼文化財ー係長 13年度 1ti4木jgjlJ(文化談課長繍佐1ft文化財係長 14年度)

藤)j: 敬子(文化財係主任)

線鈴智津子(文化財係主任)

i泌本宅.?l'W(文化財係主守 13iro皮)

純平抗it!!.(文化財係ミt:An

調査補助 þ~ JlI絞殺美・ t~ [j 息子(13'<ド皮)

内務有fiIt}J員会f1.I IJJJ子 (13ifo!支)

森 f 哲哉(文化財係主任)

加藤誠CiJ(文化Jj;j係主本)

LLJ締 昌子(文化財係主事)

内務整 ~rl! 泉美初予・ i止 ìJtl由美子・ LLJ本郵ii ・fÌÍI坂英樹・湯浅博. IYJ!!L千秋(13年度)

松露出あっ子.1守歳 桃子(13・ 14年度)

遠藤 美佐・大JII 京子・大前利恵・ fl，!J 炎幸.fHfこ!小代子・戸fEIめぐみ

村緩みゆき・若手木 忠子(l4i!o!文)

3 :lili形図は、平成11年修正iJlUj(I:の1: 2，500図式基本国 倉吉市平面図を使用し、方位は医!こ!こ康線第V座標系で示した0

4 発品ai資料は倉吉市教育委員会で保管している。

日 次

1 山根地区(山根入堂谷遺跡)……………… l 10 下古川地鼠(西見堂遺跡)……………… 13

2 大谷地区(向野遺跡)・ 11 新田地区…………………………………… μ

3 上神平嬬ケ地区(平畑ケ遺跡)…………… 3 12 大谷地底(向野遺跡)…………………… 15

4 上千111クズマ地区(クズマ遺E亦)…………… 4 13 北野地区…………………………………… 16

5 ，~t経寺院J2丁 B 地区(大御堂廃寺跡関連遺跡)… 5 14 谷地区……………………………………… 17

6 大谷茶屋地区(イザ原遺跡)…・・…・……・・・ 7 15 上福田地区(雨堤遺跡)….....・ H ・-…… 18

7 国分寺地怪(下前回遺跡)………………… 9 16 上井地区(大平山遺跡群)…….....・ H ・...19 

8 ェ明寺古墳石積復元修理…・・…..，・ H ・-……..10 17 駄経寺IIlJ地区(中曽根遺跡)…………… 22

9 国府地区(自市遺跡、) ・大谷地区………… 12 18 米田町地区(海又遺跡)………………… 24
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調査地点

調査期間

調査契機

謂査方法

調査酉積

調査担当

調査概要

山挟地区(山根入堂谷遺跡)

倉吉市山根字入堂谷70-1・74・75-3・376・378-1 . 378-2・379・380・381・383・385

386-1・387-1

王子成13年 4月23日~王子成13年 5月17日

病院建設に伴う試掘・確認調査

トレンチによる発掘調査

204m 

加藤誠司

調査は事業予定地内に 6本のトレンチを設定して実施した。いずれのトレンチも土師器・

須恵器などの土器が出土した。トレンチ 1では竪穴式住居(古境時代) 1棟、 トレンチ 3・

トレンチ 4では、古墳の周溝である可能性のある溝をそれぞれ 1条確認した。このため遺構

を確認した丘陵と}苛辺の斜面は事前の発掘調査が必要で、ある O

トレンチNu 規模(m) 泌総(n1) 検出遺構 j: 逃 ヰ知

2 x 15 30 疑穴エピ{l!rす 1 こtr，旧総、 須!JJ:*~

ワ 2 x 24 48 二!二郎総、 ~j~ !Jj、 2Z

3 2 x 18 36 ?-tVt 1 二!こ自lIili号、 立uぷrA
4 2 x 23 46 illt 1 二l:flf尚早、須jl{{{if

。 2 x 10 20 弥生二1:器、土臨時日

6 2 x 12 24 ふもlJõ二t: :6~



2 大谷地区(向野遺跡)
むこうの

調査地点、 倉吉市大谷字向野166-1(鳥取県立倉吉農業高等学校地内)

調査期間 王子成13年4月24日~平成13年5月188

謂査契機 鳥取県立倉吉農業高等学校環境実習棟整備事業に伴う試掘・確認調査

調査方法 トレンチによる発掘調査

調査麗積 190m 

調査担当 森下哲哉

誤査概要 調査は事業予定地内に 9本のトレンチを設定して実施した。丘陵頂部の環境実習棟予定地

(トレンチ 6~ 9) はすでに遺構面が削られており、遺構・造物とも存在しない。丘陵北斜

面の農機収納室、生徒作業準備室予定地は厚さO.8~ 1. 5mの客土があり、その下部に造物包

含}習が遺存し、 IJ、ピットが存在する O このため丘陵北側斜面には遺跡が存在し、掘削が客土

以下に及ぶ場合には、事前の発掘調査が必要で、ある。

トレンチNQ 規模(m) 泌総(rri) 検出 i近在主 、Jfi 1均

l 2 x 12 24 ピ y ト Lr.ijiiiif 

2 2 x 16 32 ピット 1 Jijiilii 

3 2 x 6 12 !:総務

4 2 x 4 8 

伊D凶 2 x 5 10 ピット 二Uiji:i;i

6 36 

7 2xll 22 

8 2 x 12 24 

9 2xll 22 

2 



3 上神平畑ケ地区(平畑ケ遺跡)
ひらばたけ

謂査地点 倉吉市上ネI11宇平畑ケ587

調査期間 平成13年 6月11日~王子成13年 6月12日

調査契機 NTTドコモ上神基地局基礎設備工事に係る試掘・確認調査

謂査方法 トレンチによる発揖調査

調査菌積 32ぱ

謂査担当 森下哲哉

調査概要 調査は西王寺山から北西へ派生した丘援の頂部にある開発予定地に、トレンチを 2本T字

;1犬に設定して実施した。トレンチ 1で幅約 3m'深さ1.2m、断面U字形の古墳閥溝と考え

られる溝が存在する O このため事前の発掘調牽が必要で、ある。

検 tH遺 tl1j t1¥ :1:逃物

}.'il ìl~C 二上告ili昔話、 須J虫採

J:郎社告

3 



4 上神クズマ地区(クズマ遺跡)

調査地点 倉吉市上神字クズマ1125・1128

調査期間 平成13年 8月 1日~平成13年 8月20日

謂査契機 個人の畑地造成事業に係る試掘・確認調査

調査方法 トレンチによる発掘調査

調査霞積 90ぱ

謂査担当 森下哲哉

調査概要 調査地は蜘ヶ家山から南に派生する丘陵先端部の小さな谷部分にあたる。谷中央部に 3本

のトレンチを設定して実施した。各トレンチは非常に多くの造物を包含し、数mの広がりを

もっ遺物集中箇所が点在する。遺物は古墳時代後期の土師器を中心として、土馬・竃・土製

支脚といった祭杷に使吊した可能性がある土製品が出土した。また、 トレンチ 1で地下式横

穴 1基を確認した。このため事前の発揚調査が必要で、ある。

検出滋憐

地下式総火 l、遺物集中部分 l

遺物集中部分 1

造物集中部分 2

4-

jII :1:造物

二lニr，iji得、 ~Ji忠告品、 :上1語、 子短ニiニ昔号、 i送、 土差是支lJ!1J

:上自iji器、須fよH~if、ヂ奴土器、傘、:1:製支脚

L:f:i]i器、 須JJ!:i?;;:、 手ti!ゴ苦号、 浴、 オニ製支1I草
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謂査地点

調査期間

諦査契機

調査方法

調査面積

謂査担当

調査概要

駄経寺町 2丁目地区(大御堂廃寺跡関連遺跡)

倉吉市長官計ザ 2丁目 3-10 

平成13年9月7日~平成13年10月10日

市道東巌城町‘駄経寺!HJ線道路改良工事に伴う試諮・確認調査

トレンチによる発掘調査

58ni 

根鈴智津子

開発予定地に I~高 2mの 4 本のトレンチを設定して行った。いずず、れのトレンチも瓦.土器が

出士しし、 トレンチ 3で、は史跡大御堂箆寺勘跡、に関連する大型の揖立柱建物の柱穴を確認したO

詳

り札、 うち P3は出土造遺-物カか、ら吉墳時代前期と推定される O 他の 21聞は切り合い、直話1.1m 

の柱穴P2の北側を、直径0.9mの柱穴P1が腕。 P1の柱周りには瓦片が詰められてい

た。瓦片に混じって陶製瓦当能が出土したo 瓦製作にあたった工房跡の存在がJ陸部されるの

柱穴西側周辺には炭を多く合んだ、廃棄土層があり、そこから出土した土鵠器は儲国庁2
2段階の 9世紀後半に比定される O

掘削が表土下0.8m以下の深さに及ぶ場合には、事前の発掘調査が必要で、ある O

瓦当箔瓦当面の蓮弁と外様の一部が残る O 長径11・2Cill、短径7・2c盟、外縁部淳4・8Cillo瓦当

面の特鍛から、大御堂廃寺踊，l/If丸瓦xv類の瓦当箔と判断されるo 瓦当箔は、粘土を大御堂

廃寺跡軒丸瓦阻類の瓦当面に押し当て、成形後に焼成したもの。共伴する土器から 9世紀代

に位置付けられ、差替瓦の製作用と思われる。(員剖)

5-
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瓦当然 (T3柱穴P1出土)

螺髪原型を粘土で

型取りし焼成したものO 二分割さ

塑像螺髪箔型

れる型の片面で、型の合せ匝が傷

んでいるがほぼ原形を保つ。上部

04Om  
I (1 : 1000) 

16 

OiOcm  

(1‘4) 

が少しすぽまる長方体を呈し、騨、

髪形の凹を箔型の下端から上端近

螺塁塁の箔型(平成11年度溜税務査区出土)

また、箔型外面の

側面左右角に 2笛所ずつ 4箇所、

面取り状のO.7cm~ 1. Ocmの出が施

されている。箔型の左右、上下端

くまでつくる。

背面ともヘラ切後にナデに

よって調整される O 長さ5.1cm、

部、

下端111高3.8cm、上端幅3.3cm、厚さ
17 

この箔型から作ら

れる螺髪は、左巻きで 7回螺旋状に巻くもので、亀田修一氏が分類される円錐形A類に復元される O 復

0 4 0cm  
lιI  (1: 2) 種目

2.1cm前後の大きさ o i炎褐色を呈

し、胎土は砂粒を多く含むが焼成

は良好で、ある。

元される螺髪の大きさは、高さ4.2cm、成径2.8cmで、ある。平成11年度に実施した大御堂廃寺跡第 4次調

(民IIIJ

f色倒修一 .11色狂j菜穂子 f塑{象息長髪に r!kJする党11l:J 網二Hヰ教先生古稀記念考古学論.u~J 1998 

6-

査で、溜析調査匿の包含層から出土した。

参考文献



大谷茶屋地区(イザ原遺跡)

倉吉市大谷茶屋字イザ原883-66・883-67・883-85

平成13年10月9日~平成13年11月5日

A地区 砂丘地特産作物新品種育成ハウス建設のための造成工事(鳥取県園芸試験場生物

工学研究室)に伴う試掘・確認調査

B地区 個人の農地造成に伴う試掘・確認調査

謂査方法 トレンチによる発掘調査

6 

調査地点

調査期間

調査契機

調査麗積 A地底 90rrl、B地註 253n1 

謂査担当 森下哲哉

調査概要 調査地は四王寺山東側の裾野に延びる丘陵斜面に所在し、 A地区は南斜面でB地区は北斜

面である o A地区に 2本、 B地区に 3本のトレンチを設定して行った。

A地区 どちらのトレンチも 2m以上の掘部や客土が行われており、全体に旧状を留めな

A地区 検 11¥Jj!l構 IH 

1:郎総、須怒号5

土剖i昔号、{f=i!~(器

i也 物

B地区 トレンチNQ 規模(m) i鼠ffl(rrO 検 IH;送機 ゴ 選 物

2 x 28 56 ゴ二郎j~~

2 x 30 

ワ 5Xll 19I 疑穴式{上!万 l 弥生土器

3 x I. 5 

3 60 
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いため、遺跡の存在は確認できなかった。

トレンチ 2で、弥生時代後期の竪穴式住居を 1棟確認した。主柱穴より 2時期の建

て替えが考えられる。平面プランはわずかに角ばる円形と推定できる O 住居社東側が大きく

B地区

部平されるものの、床面規模が甫北長約 8m.東西長約7.8m、床面額約50ぱを測る大型の

住居並であった。検出面から床面までの深さは最大で0.3mで、あり、全体に遺存状況は惑い。

中央に 4本の補助柱穴を伴う O 剖平部分の主柱穴主柱穴は 5本から 6本へと建て替えられ、

は未確認である。床面中央部に不整形な中央ピット、中央ピットの南西に焼土屈を有する O

ダ

遺物は、床面からの出土はなく埋土中より若干の弥生時代後期の護・高杯が出土した。

E
口
寸
円

υ

-、~司'

ち渉

/ 

}、---

:HI 長fを×綬{壬一深さ 主主|耳j

1'1 65 x 62 -91.7 

1'2 63 x 58 85 
314 

1'3 8，1 X iO 69.1 
2日)

1'，1 57 x 56 -51.8 
162 

P5 65 X 60-52 

Hl iとf壬x 会vJ壬 ごt勾宅、 H 三コ 干JlIlJ

1'6 81 x 5~1 -51 
281 

1'7 60 x 51 - 10 
256 

1'8 55 x 日) 16 
318 

1'9 57 x 56 -51.8 

補効性 iミfi!x 対筏 ;菜さ w:u 
1'11 80 x 63 -，16 

258 
1'12 88 x 60 ー39

192 
1'13 58 x 52 -:38 

中央ピァト

1'10 I 90 x 68 36 

認r

IH 

命

⑬匂7

¥も
Pl@ 

， 
一一一明司同町四ー.aa坐主史一

ー一一一一司 b'b 34，Om -

)
 

0
 

8
 

1
 

1

(

 

n
u
t
-

内，
F
旬

一

-

ハU
-
L
L

'ι
 

:

)

 

r
t
 

ノ

j
i

y

(

 

-8-

F
r
'
e
G
O
A
Y
 

t !J.U話色 iニ

(ローム混入) 6 



7 国分寺地区(下前田遺跡)

調査地点 倉吉市国分寺字下前悶78・79・80-1・94-2・97-3・97-4・97-5、雑シ畑297-3・300・300-

1・300-4

調査期間 平成13年6月18日~平成13年7月5日

平成13年11丹5日~王子成13年11月9日

謂査契機 車道社小学校線改良工事に伴う試掘・確認調査

調査方法 トレンチによる発掘調査

調査罷積 289m 

調査担当 森下哲哉・阿平拓世

調査概要 調査地は国分寺集落南側の水田部分で、史跡伯者間分寺跡などの立地する丘援の縁辺部に

あたる。基本的層序は上から耕作土、黒褐色土(近代遺物を含む)、灰黒色粘質土(主に中

世遺物を含む)、ホーキ土及び白色粘質土(地出)である O 地山である白色粘質土上面で、、

講を 3条検出した。また、 トレンチ 4では遺物が多量に出土した。

トレンチ 3よりも西のトレンチでは若干の遺物は出土するものの遺構は存在しなかった。

このため、 トレンチ 3から北東側で工事が行われる場合には事前の発掘調査が必要で、ある。

トレンチNu 規模(m) 顕在'((rrO 検出 i立機 11¥ 巡 物

1 2 x 28 56 二i二陶器、須;を;然、瓦

2 2 x 20 40 土陶器、 3JuM*;J、主L

3 2 x 13 26 土自ili務、須Jぶ官号、}l:

2 x 9 
二上剣音色、 gj'(息苦号、 事円二五、 瓦、 埼

4拡張
34 

2 x 8 

5 2 x 20 
土Uiliil1f、 須1M務、 事干玉ド瓦、 主L52 IlVt 1 

5 折、ij!~ 2 x 6 

6 2 x 10 20 Il'li:l 弥生土2号、 ニ!二日申告号、 須JM.器、 I均路線、 瓦

2 x 10 
7 28 illt 1 弥生土器、太郎器、 gJ~怒号号、陶磁路、事干丸瓦、}l:

2 x 4 

8 2 x 10 20 弘、~ô土然、こtÚilii1Îf、 ~JüιRff、陶磁i1Îf、 }I

9 2 x 7 14 ゴ二Oiliilli、須恋務、 i均五装苦号、 }I 

-9-



さんみようじ

8 三明寺古墳石積復元修理

所在地 倉吉市巌域字寺山1535-5番地

古墳概要 山名寺の背後の向山丘陵中腹に立地する度経約18m・高さ約 6mの円墳。主体部は南に閉口する

切石造横穴式石室で、石室遺存長8.3m、玄室の長さ3.7m・幅3.2m.高さ3.1mで、当地最大の規

模をもっ。玄室奥には遺骸を安置した石屋形状の石紐みがあり、九州北・中部の影響が認められる O

石室の構造から 7世紀初に比定され、小鴨川を挟んで対岸にある大御堂廃寺の建立氏族との関連

が推定されている。昭和 6年11月26呂田史跡指定。(名越勉「原始・古代J倉吉市史 1973)

修復期間 平成13年12月3日~平成14年2月28日 調査担当 根鈴智津子

修援前状況 羨道部の上の木が石材のi波間に入り込み石室を支えていたが、平成 2年枯死と台風のため木が傾

き、さらに平成12年10月鳥取西部地震により天井部石材 (No.オ)が崩落した。

修復概要任修理前調査石積の崩壊部分の現状を把握し、石材設置高を測定。②枯木・枯根除去。

③墳丘盛土!除去 石材修復に係る部分の盛土のみ除去。元位置を保つ石材は記録に残して取り上げ。

④石材接合 接合を要する石を側壁石地ア(接着商 1面)と崩落石No.オ(接着函 4師)とする。損

壊の原因は、 No.アは元々下部に在材がなく、長らく露出していたため目地土が流出して損壊し、

木根が入り込んで移動したものo No.オは天井部一部として荷量がかかり折れたもの。接合部辺は

力学的に耐久性を欠く構造。折れの進行は、露出部分の雨水の進行と凍結による劣化と推iJ!1jされ

るo No.アは現位置で接合できたが、 No.オは複雑に剥離しており、墳丘から降ろして接着剤硬化の

回定装置を作成した。

③石材保存処理 造形修復ークラック修復一着色一様水剤塗布。

⑥石器宜し 接合した石を元位寵に設援。

⑦石材補充 失われた石材の一部を補充する。補充した石材が判別できるよう印を付して据付け、

記録。

③軽量盛土 石材落下を防ぐ安全対策のため、接合した石の上部荷重軽減が必要であり、盛土を発

←-48 

三明寺古墳墳丘測量図
-10 



修復前

46.0m 

44.0m 

修復後

46.0m 

44.0m 

i~スチロールに換え、 NQオので部にテンレス棒 2 本で補強した。

⑤埋め戻し・整形 修復部分に土を被せて補強し、周囲と違和感の無いよう盛土整形を行った。

⑮修復後調査 石材設置高のiJ!日定結果と確認。

⑪i'OCt物植村 路辺部の景観を損なわないように配慮し、墳丘の流土を防ぐため自生植物を植村ける。

⑫rI:i墳及び石室iWJ量。

以上の工程で、石材破損部分を修復し、石室構造を保持して石材崩落を妨ぎ、災害前の!日状に復元した。

氏、、:"'~

¥ 

(:{j手当H'iuilョ:JIこ1i"{j点復元総分を合成)

総点した石村

三明寺古墳石室 8 制一復元

0 4m  

I (1 : 80) 
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9 国府地区(白市遺跡、)・大谷地区
しろいち

調査地点 国府地区倉吉市国府字自前1162-2

大谷地区 倉吉市大谷字向野196-7(地開はP2の大谷地区を参照)

調査期間 関府地区平成14年 5月14日~平成14年 5月22日

大谷地区平成14年 5月22日~平成14年 5月23日

調査契機 国府地区 鳥取県立倉吉農業高等学校時乳類舎・小家畜舎新築工事に伴う試掘・確認調査

大谷地庇 籾乾燥主主新築工事に伴う試掘・確認調査

調査方法 トレンチによる発掘調査

調査菌積 国府地区 58.2m、大谷地区 18.2m

調査担当 期平拓也

調査概要 因府地区は、県立倉吉農高嵐ヶ丘牧場の所在する丘陵上及び南東斜面である O 開発範罷内

国府地区

大谷地区

に3本のトレンチを設定し調査した結果、遺構は存在しないものの、客土(軍さ20cm) の下

から比較的まとまった量の土器が出土した。このため、掘寄りが20cmを超える場合には事前に

発掘調査が必要である。

大谷地区は、県立倉吉農高校舎の所在する丘陵の北端である O 建物建設予定地に 1本のト

レンチを設定して調査した結果、予定地部分には遺構は存在しなかった。

トレンチNu 幾絞(m) 函干1((凶) 検出逃容も i立 物

2 x 10 
l 27. 7 

1. 7 x 4.5 

2 2 x 10 19.5 弥生土器

3 2 x 5. 5 11 

検証i遺構 11¥ j二遺 物

土riijî (，~

-12-



10 下古川地区(西見堂遺跡)
iこしみどう

諦査地点 倉吉市下古川字西見堂276~283

調査期間 平成14年 5丹21日~平成14年 6月 7日

調査契機 倉吉総合産業高等学校グラウンド造成工事(現倉吉工業高等学校)に伴う試掘・確認調査

調査方法 トレンチ・グリッドによる発掘調査

調査面積 81. 9rri 

調査担当 加藤誠司

調査概要 調査は、開発予定地内に 5本のトレンチと 2筒所のグリッドを設定して行った。その結果、

トレンチ 3の表土下約O.8mで土壌 2基、溝と考えられる落ち込み 1条を確認した。またト

レンチ 4の表土下約O.5mで、南北方向に延びる溝 1条を確認した。いずれも出土遺物から弥

生時代後期から古墳時代のものと推定される O 開発予定地の南側に設定したグリッド 1・2

では表土下O.8~O. 9m付近で、弥生土器や炭化物、麿石等が出土し開発区域全体に弥生時代後

期から古墳時代の遺跡が広がるものと考えられる。このため掘削が表土下O.4m以下に及ぶ

場合には事前に発掘調査が必要である。

トレンチ討Q 波紋(m) }副総(ぱ) 検 IHifj;機 tH 1二 jiE 物

1 2.4 x 5 12 弥生二!こ器、こ!:Rifi{iif
ワ 2 x 5 10 弥生土器、こ!ニr:iji{ilf、陶磁器

2 x 5 
二1:綴 2 、 ìN~ 1 弥生土器、こ!:Ríjî 昔号、 ~J{忠告号、政ITl滋353 11.官

1.2x1.6 

4 3 x 5 15 j品1 弥生土器、二t陶器、 m恋器、陶磁音色

ひ 3 x 5 15 弥生二1:昔話、二tflifir.1f

G 1 3 x 3 9 弥生土務、こiニHlIi{iif、aJU主総、 l潟滋器、炭化物、 )fiわや

G2 3 x 3 9 弥生土器、土刻i*if
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11 新田地g
こうじん:主く

諦査地点 倉吉市新居字荒神木305-5

調査期間 平成14年 6月27日~平成14年 7月3日

諦査契機 個人のアパート新築工事に伴う試掘・確認識査

調査方法 トレンチによる発掘調査

調査覇権 20m 

調査担当 同王子拓也

謂査概要 調査は、開発予定地内に 2本のトレンチを設定して行った。その結果、開発予定地は天神

川左岸の鍛高地上に位置するが、いずれも天神川の洪水堆襲土上で、ある O 若干の遺物は出土

するが遺構は検出されなかった。

検H1i設備

14 

士官官j 1t~f、陶磁採

:上告ílj \l~、 陶正装器

tH 上遺物



12 大谷地区(向野遺跡、)

調査地点

調査期間

調査契機

調査方法

調査面積

調査担当

調査概要

倉吉市大谷宇向野196

平成14年 9月13日~平成14年11月 1B 

f国人の宅地造成に伴う試掘・確認調査

トレンチによる発掘調査

124ぱ

間平拓也

調査地は鳥取県立倉吉農業高等学校が所在する丘陵の北側斜面に位置し、開発予定地内に

3本のトレンチを設定して行った。その結果、道路状遺構 5条、落し穴 1基、溝 1条を検出

した。このうち道路状遺構は奈良・平安時代以降のもので、平成 9年度実施の向野遺跡発掘

調査(1次)でも確認されており、位置的に関連するものと推定できる O また周辺に所在す

る史跡、位者国府跡や四王寺跡などの重要遺跡との関連も考えられる貴重な遺跡である O この

ため事前の発掘調査が必要で、ある。

トレンチぬ 波紋(m) 震1総 (ffi) 検出送機 11'， 1二 1、込!tt 物

I 2 x 5 10 道路状遺構 1

2 2 x 6 12 道路状巡総4、浴しプ'0
土郎j*ff、 ~JUぷ器

折、~fi 84 il説先i設機 1

3 2 x 9 18 

-15 



13 北野地区

調査地点

罷査期間

調査契機

調査方法

調査誼積

調査担当

諒査概要

倉吉市北野学欠口307-7

平成14年11月13日~平成14年11月15日

市道北野8号線道路改良工事に伴う試掘・確認調査

トレンチによる発掘調査

24ぱ

加藤誠奇

調査は、開発予定地中央に 1本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、遺構はなく、

遺物も耕作土等の撹乱層からの出土であった。下層になるにつれて砂質土や礁層が確認でき

た。

検 lHなtJlj 11¥ :I~泣物

二i二陶器、 ~füぷ器、 1.:脳波ニi:{iif、1l1niU焼

一日一



14 

調査地点

調査期間

調査契機

調査方法

語査面積

調査担当

調査概要

谷地区

倉吉市谷宇志折道631・632・633

平成14年12月2日~平成14年12月9自

畜産基盤再編総合整備事業に伴う試掘・確認調査

トレンチによる発掘調査

277凶

加藤誠司

調査は、開発予定地内に 7本のトレンチを設定して実施した。南東から北西に延びる丘陵

の尾根筋とその活l辺に広がる斜面であった。調査の結果、 トレンチ 3を除き耕作土の下部は

すぐに地111となり遺構・遺物は確認できなかった。

トレンチi¥u 規模(m) I有]絞(n1l tgz tH J立総 j立 物

I 2 x25 50 

2 2 x 24.9 49.8 

3 2 x 24. 8 49.6 

4 2 x 14. 9 29.8 

5 2 x 19. 9 39.8 

6 2 x 14 28 

7 2 x 15 30 

-17 



15 上福田地区(部堤遺跡)

調査地点

調査期間

調査契機

調査方法

調査罰積

あまづっみ

倉吉事上福田字雨堤 869-1・869-6・869-48・869-49

平成14年12月17日~平成14年12月24日

一般県道上大立大栄線改良工事に伴う試掘・確認調査

トレンチによる発掘調査

120m 

調査担当 加藤誠司

調査概要 調査は、開発予定地内に 5本のトレンチを設定して実施した。トレンチの土層は、基本的

に黒褐色土・褐色土・黄灰色砂質土からなる O 調査の結果、丘陵頭部に設定したトレンチ 4

及びトレンチ 5で貯蔵穴 1基と溝 1条を検出した。出土遺物はトレンチ 4で弥生土器が出土

する O この結果、丘陵尾根には弥生時代の集落の存在する可能性が高い。このため事前の発

掘調査が必要で、ある O

トレンチNu 綴桜(m) I凶毛沢rri) 検出遺構 土 j立 4却

1 2 x 20. 5 41 弥生土器、 ~R忠告号

2 2 x 14 28 

3 2 x 13 26 

4 1.5x13 19.5 l!i'絞穴 1 弥生二tilIf

5 1. 5 x 8. 3 12.5 i1Vf 1 

-18-



16 上井地IR

調査地点

調査期間

調査契機

調査方法

調査担当

調査面語

調査概要

(大平山遺跡群 坂根平遺跡・長谷平遺跡・若宮谷遺跡・山田平遺跡・宮ノ峰遺跡)
さかねひら 告がたにひら わかみやだに やまだひら みやのみね

倉吉市;毎回東町字坂根平・長谷平・若宮谷、上井字山部平・宮ノ峰

平成13年12月11日~平成14年 1月11日 (王子成13年度)

平成往年 6月3日~平成14年6月14B (平成14年度)

平成14年11月11日~平成15年 1月20日(平成14年度)

都市計画道路 八屋揺庭線・駅北通り線建設工事に伴う試掘・確認調査

トレンチによる発掘調査

加藤誠司・開平拓也

784m 

調査は、平成13年度に 8本、 14年度に27本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、

6箇所で遺跡の存荘を確認またはその可能性があることが判明した。

①坂根平地区 トレンチ 1・9周辺。現集落に向かつて西に閉口する小さな谷部。縄文時

代晩期の土器を多量に包含する土層があり、平成13年度ではトレンチ 1より炭化物を含む土

壊 1基が確認される。縄文土器は大型の破片があり、周辺に遺捕の存在が考えられる。

② 長谷平地毘 トレンチ 7~17付近。大平山から西に派生する丘援尾根及びその斜面部分。

尾根筋には古墳や清ーが、斜面には構や道路状遺構が確認された。

③ 若宮在地区 トレンチ21周辺。北東から南西に延びる谷筋に弥生時代もしくは古墳時代

のものと考えられる土犠 1基、縄文時代の落し穴 1基が確認された。

④ 山田王子地註 トレンチ24周辺。南北に延びる尾披の南端部分。丘陵上に古墳が存在する

可能性がある O

⑤ 山田平地区 トレンチ26周辺。南側斜面に弥生時代の住居壮 1棟を確認した。周辺には

集落が存在するものと考えられる O

⑥ 宮ノ峰地怪 トレンチ29~31崩辺。上井に向かつて延びる尾根の南端。斜面1に段状遺構

を、尾根上には吉墳 2基を確認した。潤辺の状況から丘陵先端部にはもう 1基古墳が存在す

る可能性がある O

このため遺跡を確認した 6箇所については、事前の発掘調査が必要で、ある。

19-



トレンチぬ 波紋(m) i百絞(r討) 後 l臼j立機 IB i立 ヰ担

1 2 x 13 26 ゴニ搭u 縄文土器、ニiニflijir，号、主i!，ι器、 1宍正1

2 2 x 15 30 二l二flili務

。内 2 x 8 16 

2 x 9 18 

5 2 x 18 36 

6 2 x 15 30 弥生二I:r，[f

7 2 x 13 26 縄文二I:r，if

8 2 x 8 16 il泣1

9 2 x 16 32 縄文土器、須忠告在、正Ir，if

10 2 x 7 14 須}~({?~

11 2 x 7 14 ì~U 

12 2 x 13 26 

13 z x 11 22 i持

14 1 x 2. 5 2.5 

15 2 x 6. 5 13 

16 2 x 5. 5 11 

17 2 x 8 16 道路状i立存在 1 土納得

18 2 x 9. 5 19 I:riilir，if 

19 1. 5 x 9 13.5 

20 2 x 9 18 二Uilir，<f

2 x 14 
21 32 務し火 1、こl:lJbi1 縄文二L:務、弥生二1.:器、 tr.ilii1if 

2 x 2 

?? 2 x 4 8 鉄車f

23 2 x 13.5 27 

2 x 5 
24 21 

2 x 5. 5 

25 2 x 9 18 

26 2 x 18 36 望号穴式{i!否I 弥生二u号、 jニ陶器、石昔話

2X 15 
27 39 

2 x 4. 5 

28 2 x 15. 5 31 二I:f:市器、 ~Ji!JXft~ 

29 2 x 3. 5 7 段状i立憐 1

30 2 x 15. 5 31 古tftl 二i二五市25

31 2 x 20 40 I主主't1 5~、 ll'. j:器、二I:J車25

32 2 x 14. 5 29 

33 2 x 9 18 道路状遺構 1

34 2 x 12 24 弥生:t.i!if、二1:陶器

35 2 x 12 24 弥生二iニ務、ゴニr.i!iiiif

-20-
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17 駄経寺町地区(中曽根遺跡)

調査地点

調査期間

諜査契機

調査方法

謂査面積

調査担当

調査概要

にしのたに しもあおぶち 告かそね

倉吉市駄経寺町字西ノ谷・下青i崩・中曽根

平成15年 1月16日~平成15年 2月7日

住吉答川通常砂防事業に伴う試掘・確認調査

トレンチ・グリッドによる発掘調査

214. 2m 

加藤誠南

調査は、開発予定地内に10本のトレンチ、 1笛所のグリッドを設定して実施した。トレン

チ 3の西側斜面で等高線に並行する幅 1mの溝 1条を確認した。トレンチ 7の北端で偶丸長

方形の土旗 1基を確認した。この 2箇所以外はいずれも地出諜層が原く堆積し、土砂崩れの

掠相を呈するものであり、遺跡の存在は確認できなかった。

このため遺構を検出した 2笛所については、事前の発掘調査が必要で、ある O

トレンチNa 規模(m) 関税(rri) 検出 i立fPi :上 i設 1お

1 2 x 20 40 総文土器、太郎器、 aluぷ器、お銭

2 2 x 10.3 20.6 土器、 波長者塔(水章者)

3 2 x 8. 7 17.4 i，n 土自rjr.~、ゴ二郎íl土器

4 2 x 5. 4 10.8 

5 2 x II 22 

6 2 x8. 9 17.8 

7 2 x 10. 2 20.4 ゴニlJ1i1 l:姉務、 ~JOJ.Hfif

8 2 x4. 8 9.6 

9 2 x 10 20 

10 2 x 14. 9 29.8 

G 1 
1.4x1.8 

2.92 il/i: 1 1. 0 x O. 4 
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18 米田町地底(海又遺跡)

謂査地点

調査期間

調査契機

調査方法

調査霞積

諦査担当

調査概要

倉吉市米国lur字海又583-1、583-2、584、585-1、585-2、586-1、586-2，586-4、589-1、589-3

平成15年 1月23日~平成15年3月10臼

一殻県道倉吉環状線に伴う試掘・確認調査

トレンチによる発掘調査

384. 75ぱ

開平拓塩

調査は、なだらかな鞍部でつながる東西二つの丘陵の開発予定地内に20本のトレンチを設

定して実施した。西側の丘陵頂部(トレンチ 5)からは 5世紀代の古境周溝と思われる講を

2条確認した。間辺のトレンチからの出土造物はあまり多くないが、Jif凌上には古境群が存

在すると考えられる。東側の独立したE陵上では、 トレンチ12・15・16で古墳境丘と考えら

れる土層を確認した。 3本のトレンチとも墳丘部分に川原石が集中しており、古墳の茸石と

考えられる。トレンチ周辺の地形から、丘陵頂部のほとんどの部分を占める全長約55mの前

方後円墳と特輯される。このため計画される一般県道倉吉環状線の路線変吏も含めた再検討

が必要で、ある O

トレンチ封。 士延f~Hm) 言fi積(m) 検出選総 lH i立 1担

2Xll 22 

ワ“ 2 x 16 32 二日ilî {，~

3 2 x 12 24 日ili務

2Xll 22 

3 2 x 20 40 -，Jij武1111111，'2 :Uijiilff 

6 2 x 5. 5 11 

7 2 x 7 14 :l:自IH{if

8 2 x 9 18 

9 2 x 8 16 

10 2 x 13 26 

11 1. ，1 x日 I10.5 Ui日昔話

12 1.4x6.5 9.1 墳li:

13 1. 5 x 8 12 

14 2 x 7 14 鉄室J

1. 2 x 10 
15 12.9 演j王 主uJ!:{{if

0.6 x 1. 5 

16 1. 5x 11. 5 17.25 立'Ui: 土l現j*f

17 2 x 12 24 

18 2 x 18 36 

19 1. 5 x 6 土日曜務、 正i$lli

20 13 

24-



-25 



幸自 止Zとコ 書 ま歩 重量

主?
名 倉くり吉よし市し な内1沿遺いせ跡き分ぷん布。ち説.話う査さな報うこ告く会

話4 i芽 名

毛主 ~7( 12 

シ リ ー ズ 名 倉吉市文化財語司王E報告書

シ リ ー ズ 番 号 第120集

季語 宅ぎ 者 名 森下1[裁・絞鈴智i孝子・加藤誠湾・岡本主?員立・附司王f石也

義語 集 1設 IW 念宮市教脊委員会

i>jf 在 地 キ682市 8611 鳥取県倉吉市基~1l!J7221香地 TEL 0858-22-4419 

発 行 年 月 日 商際2003年3月初日

所 Jlx遺跡名 pfr 夜 i也

hp コ
北線 * 経 潟査 J羽I!U

言司王宝 | 翠
泌総|京
(rrl) I凶

千ね にゅうどうだに
念古i1i字山根字入堂谷

市町村:遺跡記号

35" 26' 50" I 133" 51' 33" I 20010423-20010517 I 204 31203 : 

31203: 4 DKK 35" 27' 20" 

31203: 4 DKH I 35" 27' 12" I 133" 47' 42" I 20010611-20010612 I 32 

90 
くずま

クズマ遺跡
かずわ くずま

念台市上持l字クズマ 133" 47' 25" 20010801-20010820 
A
U

士

口

市

に

お

け

る

各

稜

開

発

卒

業

に

伴

う

事

前

の

分

布

鈎

査

3

9

2

9

一
0

4

一
0

一

8

R

υ

o

O

E

-

-

し

…

Q

d

O

L

-

4

4

…

0
0

2

2

庄

町

配

…

1

1

一

1

…

5

1;1;みどうiれ とあと会んれん

大御宝tJ;完寺致;1渇i主遺跡 子草L総ミ子宮lT2γ日 58 31203: 6 UDO 35" 25' 50" 133" 50' 32" 20010907-20011010 

イ 至宝宮市大谷主主E蓑字イ

しもまええ

下前悶遺跡

こく A んと しもまえた

倉吉i1i悶分幸子学下前回・

31203 : 35" 26' 47" 133" 48' 02" 

133" 47' 39" 

20011009-20011105 

20010618-20010705 

20011105-20011109 

こう レろも。ち

公安i1i窪!府宇白市

31203: 6 NKS 35" 25' 41" 

133" 46' 47" 20020514 -20020522 31203 : 35" 26' 06" 

133" 50' 03" 20020521-20020607 

おおたに むこ pの

倉吉市大谷字肉野

31203 : 35" 27' 28" 

133" 47' 03" 
20010424-20010518 

20020913-20021101 

絡
ながたにひら

-長谷司~ . 

31203: 6 TOM 35" 25' 58" 

133" 44' 48'〆

133" 51' 15" 

20021217-20021224 

20020603-20020614 

20021111-20030120 

i毎又遺跡 念宮市米自町字i毎又

31203 : 35" 26' 15" 

133" 50' 42" 20030123-20030310 1 384.75 

7露k経寺町写:商ノ谷・

31203 : 35" 27' 17" 

133" 50' 13" 20030116-20030207 1 214.2 

31203 : 35" 25' 25" 

31203 : 35" 25' 27" 



所収巡効:名 種類 主な符代:主な遺構 主な遺物 ヰ手 エ話寸巳 4Jj. Jfi 

山根入党谷遺跡 集落 弥生~下古墳:i蒜1・竪穴式住 弥生二t音寺・土自事務・須!~~寺

!苦 I

j!t主主

王子焔ケ遺跡 古墳 古滋:1.羽il/i.1 土r，i!iilif・須1包ilif

クズマ遺跡; 祭最E 王立噴祭認t章構4 二Uijiilif・須恋音寺・土馬・手t呈土

中t!I::地下主主横穴 1 務・ニk製支践j

大御堂溌寺跡関連遺跡 ミ子 !淀 奈良:擁立柱建物柱穴3 瓦・土締~if .須段、務・1m絞・土 陶製瓦~箔の出土。

去最.N.当箔・鉄・欽i宰 平成12"jo皮大{昂全廃寺跡第4次調査潟祈SEOl

fJ，1王監区で出土した塑{象毒薬髪の裂を追加報告。

イザj泉逃跨; tI~ ~喜 弥生.竪穴式住舷1 弥生土器・ミニチェア土器

下古IiE日遺跡 立主 洛 古墳~中i世:i詐3 弥生土昔話・ゴ二郎告書・須主主;音寺・事.f

瓦・瓦.f事・陶磁器

自T有巡幼: 集落 5~\~主主昔話・:J1裂王手斧 丘ド支南奈Hfiiで遺物包含約を確認。

顔見堂遺跡、 集予喜 弥生~古城::tl)jl( 2・j拝2 弥生土滋・土日iliil号・ 5瓦恋若手・ F高1

主義器

向野選路、 図 tlif 総文:自存し穴 l 弥生二tif5・土師音寺・2良恋25・瓦・ 道路状遺構は、 l次誠査で検出したi蒋状滋

関連 奈良:道路状逃寄与 5・i蒔状逃 鉄:宰 織の延長線上にあたり、遺跡の立地する丘

長'Ii1 段上を横断すると考えられる。

間3堤遺跡 立 1，品 弥生~古墳:貯蔵穴 1・j持1 弥生土器

総文:土綴 1・落し穴 1 縄文土音寺・弥生土器・土防務・ 丘陵ょには弥生時代の~t寄及び古淡若手を、
大平社i逃刻;若手 ~ t喜

弥生:疑穴式校庭 1 m恋25・打裂石斧・尾事裂石斧・ 谷者1¥王子には縄文時代の落し穴や遺物包含Jiii
古墳

tlij会:ij~ 1・道路状遺構 1・ :fi包γ・砥石・ 1径石・住i石 を確認。

，1ijf¥ 2 

ij;正又遺跡 古墳 古君主:前方後円墳 1・円墳2 土和li務・須7主総 念宮市街地をさ富むf王陵上で会長55mのJiii方

後何墳をf，1i認。

rt'税者4遺跡 集落 奈良~平安.土機 I
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平成13年度諦査

池B: :i"1 |まIIlJiNQ i設 物 名 lH ゴニ{立 iù~ 地区名 1i!1}俊民Q .ii'.t 物 名 IIU:位 li~t

IlJfR 2 -1 弥生二I: \l:~ iij( T5 5 I :1:剣終 J'f T3 
2 弥生土漆 ミニチュア:I:¥l;F T5 6 I :l:r.ililfif 5器 T3 
3 弥生土終了Ji杯 T6 71Hili苦手 勾; T3 

4 1:1二郎総 !llf T5 8 ニl:限i苦手 JlIl T3 
5 こ仁詩iliilif i!I百ゴ T5 9 I =1:自副総 向台HJIIl T3 
6 ニi二郎総 低l均勾: T5 10 露iiの;1'J仁i T2 

7lHili¥lif 勾; T5 II 思議の羽[1 T3 

8 I ;只JJX吉住 珂;身 T3 12 こ仁銭 Wu!!.i'n T2 

9 I ~JU立器 均;身 T4 13 li!1:Yi T3 

10 ~n}t!.{{ij. 高台付長G T4 14 riHi瓦 T2 

11 須JJ!.Rif お均; T4 15 熔fl-瓦 T2 

12 r~x石 T3 16 瓦主H立 T3 

13 li正行 T4 大{却 :lt~廃寺跡第 i 次 17 務{髪の~t~! SEOl (H12) 

14 {ほ正I T5 大谷1t~1'誌 A 9 I ゴ二郎i¥lif 2二E島Z己者 T 1 

15 最X1i T2 2 弥生二1:務 事J設な」 T 1 

16 磁石 T2 3 ニ1:silir.if 三塁 T 1 

17 l怒石 T 1 4 孫、 Îo二I:r.if irf:jJ司; T 1 

18 主R斧刃先 T 1 I ~JÜJ!:{{;t 主主 Tl 

大谷 3 -1 ゴ二自iji{lif 三二瓶2心 T2 G 須Jど;務 き器 T 1 
2 I gJ'i必;器 主主: T3 大谷高Itl長お 9 -1 弥生二I:¥lif 特殊法i lij-Wll'i 

i二村iクズマ 3 戸 1 土mli昔話 ノj 、~íVLn'i;滋 T3 2 弥生土器 ，!!( 1サtI:}i'i
2 1:1:剣i昔話 I11材、ミニチュア土器 T2 3 うお̂I:二!こ滋 ミニチュア:UI:f l号Il:Mi

3 1:1:自立Hfif 犯ヲ三 T 1 弥生 j二終 ¥!!( I号H:Ji1j-

4 ニ!こ闘機 m予 T 1 5 I ~主主1: :1二漆 よ... いf 1号住民

5 上郎総 手 1]~二.1:{lif T 1 6 弥 Û:iI;F ~ l 号{i: J~i

61Hili鈴 手技土器 T2 7 I qfJ日't:Hif 弱五じ者 1}}{!:Jf>i 

7 Il:!.l T 1 8 弥生:l:lf1f ミ3詩じ4 l号-H，Jil守

8 I :1:裂支!即 Tl 9 I :l:fliliilif ぎ5 1 ~J}il:Ji!f 

9 I :l:玉 T 1 10 欽25 1'}{l:J計

10 liままi T 1 際i分二子 10-1 二土日出'i'Iこ!こ務 JIIl T5 

11 磁石 T 1 2 1:自語気二!こ若手 lIIl T7 

思土手主主子118-2丁iヨ 8 1 UJ1恋{{~ ;Ji台付上不 T2 3 こ1:sili 'i'Iニ土器 争~ T4 
ワ 多i忠告5 '!!( T2 :Lr.ili務 月; T5 

3 須JlXR~ ρi台{，j勾; T3 1:1二締;終 材、 T5 

4 ~XîJ{;f.*~ き塁 T3 6 j二日順守主 ミ2誌a記， T5 

平成14年度調査
地仮名 Ii!JJ仮NQ ]主i 物 名 日_1:l-:lir: [í~!~ 池氏名 I翁mI主α 選 物 名i llUこ{立 i(l~

i事If{} 13-1 弥生 i二総 議;t，乏A T2 6 縄文二1:ilif j震鉢 Tl 

2 弥生二i:{，if 5霊 T2 7 縄文土器 i采鉢 T 1 

3 I i'ij;~J:.ゴニ{{~ 号二r、心 T2 8 縄文土器 1宗鉢; T 1 
4 弥;~t =l:ilif z-s hu 芝 T2 9 純文二上r.:~ 1采鉢 T9 
5 I 5~\~tゴニ{I:f 器台 T2 10 総文二上25 i宋鈴L T9 
6 須:rJ!.{{ff き雲 T2 11 縄文土器 it<jj; Tl 

…FrfiJl] 14 ゴ:臨li務 総合 T 1 12 縄文:1::怨 ;栄喜本 T 1 

2 I ~本~:I二器 亭L五~ T2 13 縄文土!6t-f 深鉢 T 1 

3 1 5~\リミゴ::*~ ぎ5 T3 14 縄文ゴ二総 i栄鉢 T9 
4 弥生二l:{lif 宜I{ Tl 22-15 効;~t二!:lf;F 誘Jレ五 T6 

5 弥生土務 尚J:;j; T3 16 品~\~主jニ2Z ¥m T6 
6 陶磁器 T3 17 1fÌ\~:.ニ!こ25 !Ilf T6 

1 :U量 T4 18 5B\~t二I:ìlif ¥U( T6 

8 I 5B五生二l:iiif 議 T6 19 弥生土器 宜[ T6 

9 弥生:Uff 平Fb2い考 T6 20 5fJi!:13会二Ulif ¥u立< T6 
大谷 16-1 二i二郎総 JIIl T2 21 時季:jI T 1 

2 I ~01Jllif fJJ会H勾; T2 22 石斧 T 1 

3 I ~J'ü;l!: ìl詩 if左手?付j司、 T2 23 石斧 T9 

北野 17-1 陶磁r.:-i 指i主主 T 1 24 f，民主1 T9 

2 陶磁llif 滋~ T 1 25 F正証Ci T6 
3 11;持主義務 議J'~乏ふ T 1 26 お包丁 T6 
4 防総務 ぎを T 1 27 f持活 T 1 
5 府J綴if3 議~~ T 1 28 日'llI T9 
6 1 }[llif 羽2ま T 1 29 石包T T6 

7 土郎総 さJ苦t認a T 1 111;*王寺目I 23-1 弥生土昔話 説Z話A T 1 
8 土自lil!J土器保 T 1 2 こi:臨時号 ミユ持G考 T 1 

i二 tí~IH 18…1 弥生土{{;f 議二五に乏ふ T4 3 ニ!こr，ijir，if jt T3 
2 弥生土昔話 T4 牛i 二iニ長ili'i'Iニ!こ25 均二 T3 

3 1 5~江主 J:llif Jr記者1¥ Tl 1I二自ili器 ιF T5 
4 須怒号住 山台付勾、 T 1 6 1 j二日iliiiif t1:状iFJj会 T5 

上Jt. 21-1 縄文土器 i支鉢 T9 7 在UM.1i号 主主: T 1 
2 総文土P，if ;采鉢 T9 8 I ~riJl(*if 上司、身 T 1 
3 縄文土昔話 i京鉢 T9 9 1 ii資 T5 

4 縄文土終 深委主 T9 10 よi品主 T 1 
5 総文土器 iW<j本 T9 
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大谷地区 出土遺物 1 3 

2 大谷地区

左上 トレンチ 1
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トレンチ 1 (西から)
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